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（資料１） 

【日本鉱物科学会の概要】 

日本鉱物科学会は、2007（平成 19）年に当時の日本鉱物学会と日本岩石鉱物鉱床学会を統合

する形で設立されました。前身の日本鉱物学会は 1952（昭和 27）年、日本岩石鉱物鉱床学会は

1928（昭和３）年に創立しています。 

 本会は，研究者，教員，技術者，学生など約１０００名が所属し，鉱物・岩石に関する研究を推進し

ています。学問の振興と社会の発展に寄与・貢献することを目的として，欧文誌「The Journal of 

Mineralogical and Petrological Sciences (JMPS)」（年６回）と和文誌「岩石鉱物科学」（年６回）の刊

行，学術大会の開催を行っています． 

 

【鉱物科学会の学術大会】 

毎年秋に開催される研究学術成果講演会であり，開催地を移しつつ全国各地で行われ，例年

約１５０件の講演を含めて約３００名弱が参加します．また同時に会員向けおよび教員向けに開催

地周辺の岩石・鉱物の見学旅行も行われます．本年度は日本地質学会との合同開催としておりま

す。 

 

【一般社団法人日本地質学会の概要】 

1893（明治 26） に東京地質学会として創立され，1934（昭和 9） に日本地質学会へと改称．2008

（平成 20) より一般社団法人日本地質学会となりました．本会は，研究者，教員，技術者，学生，生

徒，地質愛好者など約４０００名が所属し，この分野を包括し、日本の地球諸科学関連学協会の中

で最大規模の学会です。学問の振興と社会の発展に寄与・貢献することを目的として，学術誌「地

質学雑誌」（年１２回）と欧文誌「Island Arc」（年４回）の刊行，学術大会の開催，そのほか様々な普

及教育活動を全国で行っています． 

 

【学術大会】 

毎年秋に開催される研究学術成果講演会であり，開催地を移しつつ全国各地で行われ，例年

約６００件の講演を含めて約１０００名弱が参加します．研究者の講演と同じ会場内で小学，中学，

高校生の児童生徒による研究発表会である「小さなサイエンティストの集い」も開催されています．

また同時に会員向けおよび教員向けに開催地周辺の地質を現地討論する見学旅行も行われます．

独立行政法人産業技術総合研究所 地質調査総合センターと共催で，地質情報展や普及講演会

等も大会に合わせて開催しています．学術学会の大会でこれほどの規模で教育普及イベントを同

時開催し，それを全国各地で実施している学会は他に類を見ません． 
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【地質情報展】 

1997 年より毎年地質学会学術大会に合わせて開催され、今回で 13 回目となります。 地質のトピ

ックや開催県の地質に関するパネル・標本展示のほか、地学に関する いろいろな実験や観察の

体験コーナー、市民向けの講演会が用意されます。各展示 コーナーでは研究者が解説を行い、

見学者は研究者に直接いろいろな質問をすることができます。 ここ最近の実績では三日間の会期

中に約二千人の市民の皆様に来場頂いております。  




